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本研究においては、(１)大マゼラン星雲 (LMC)の棒状構造の起源、(２)小マゼラン星

雲 (SMC)などの矮小銀河の星ハローの形成過程、(３)小マゼラン星雲の力学構造の起源

の３点を、GRAPEー SPH コードを用いた銀河進化シミュレーションを実行することに

より詳しく調べあげた。上記 (１)の問題においては、銀河系外縁部に存在すると予言され

ているダークマターサブハローと LMCとの衝突により LMC中心部からずれた棒状構造

が形成されつことを解明した。上記 (２)の問題においては、２つの矮小銀河の合体過程に

よって金属量の小さなハローが形成されつことがあきらかになった。上記 (３)の問題にお

いてはおよそ９０億年前のガスの豊富な矮小銀河の合体によって SMCが形成されること

が解明された。また、これらの研究によって、LMCー SMCー GALAXYの相互作用が

どのように LMCの星構造および SMCのHIガスの進化や星形成史に影響を与えるのかが

明らかになった。これらの成果は以下５本の査読論文に発表された。

査読論文リスト：

Bekki, K. (2009) ”Formation of the off-centre bar in the Large Magellanic Cloud: a

collision with a dark satellite?”, MNRAS, 393, L60-L64. GPU(B)、査読付き欧文論文。

Bekki, K., Tsujimoto, T., and Chiba, M. (2009) ”Role of Galactic Gaseous Halos in

Recycling Enriched Winds from Bulges to Disks: A New Bulge-Disk Chemical Connec-

tion”, ApJ, 692, L24-L28. GPU(B)、査読付き欧文論文。

Bekki, K. (2008) ”A Possible Common Halo of the Magellanic Clouds”, ApJ, 684,

L87-L90. GPU(B)、査読付き欧文論文。

Bekki, K. (2008) ”Origin of Dwarf Irregular Galaxies with Outer Early-Type Struc-

tures”, ApJ, 680, L29-L32. GPU(B)、査読付き欧文論文。

Bekki, K. and Chiba, M. (2008) ”Formation of the Small Magellanic Cloud: An An-

cient Major Merger as a Solution to the Kinematical Differences between Old Stars and

H I Gas”, ApJ, 679, L89-L92. GPU(B)、査読付き欧文論文。


